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路線バスは走行距離が一定であるという点で EV を
採用しやすい分野であるが，一日の運行時間が長いた
め，充放電の繰り返しが多くなる．充放電時には電池
の温度が高くなる．夏は特に電池温度が上がらないよ
うにコントロールする必要があり，ここでも IHI の
温度制御技術が高く評
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